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一
、
は
じ
め
に

　

今
年
三
月
に
米
国
で
銀
行
破
綻
が
続
き
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
、
Ｆ

Ｄ
Ｉ
Ｃ
、
財
務
省
は
預
金
の
保
護
な
ど
金
融
シ
ス
テ
ム
の

安
定
化
策
実
施
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
破
綻
し
た
銀
行
で

は
リ
ス
ク
管
理
や
当
局
の
監
督
が
不
十
分
だ
っ
た
よ
う

だ
。
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
金
融
安
定
報
告
書
（
二
〇
二
三
年
五
月⑴

）

で
、
銀
行
破
綻
の
経
緯
を
ま
と
め
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
全

般
の
安
定
を
分
析
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
破
綻
し
た
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
バ
ン
ク
（
Ｓ
Ｖ

Ｂ
）
と
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
バ
ン
ク
は
、
保
険
対
象
外
の
預
金

に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
こ
と
が
共
通
点
で
あ
り
、
調
達

構
造
の
脆
弱
性
に
よ
る
流
動
性
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
た
。

両
行
の
リ
ス
ク
管
理
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
弱
さ
、
加
え
て
、

当
局
の
監
督
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
と
Ｆ
Ｄ
Ｉ

Ｃ
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
書
を
公
表
し
て
い
る⑵

。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
報
告
書
に
基
づ
い
て
、
金
融
シ

ス
テ
ム
の
脆
弱
性
や
銀
行
監
督
で
の
課
題
に
つ
い
て
み
て

い
き
た
い
。

米�

銀
の
破
綻
が
続
い
た
背
景
、
不
十
分
な

リ
ス
ク
管
理
と
監
督
当
局
の
課
題

佐
志
田　

晶　

夫
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二�

、Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
〝
金
融
安
定
報
告
書
〟
と

〝
監
督
と
規
制
報
告
書
〟

⑴�　

二
〇
二
二
年
の
報
告
書
で
は
銀
行
の
流
動
性
と
資
本

の
水
準
を
評
価

　

Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
米
国
の
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
定
性
を
評
価
す

る
〝
金
融
安
定
報
告
書
〟
を
年
二
回
（
五
月
と
一
一
月
）、

〝
監
督
と
規
制
報
告
書⑶

〟
を
年
二
回
（
五
月
と
一
一
月
）

公
表
し
て
い
る
。
後
者
で
銀
行
シ
ス
テ
ム
の
状
況
を
扱
う

た
め
か
、
二
〇
二
二
年
の
金
融
安
定
報
告
書
で
は
銀
行
部

門
の
掘
り
下
げ
た
リ
ス
ク
分
析
は
行
わ
れ
ず
、
米
国
債
市

場
や
商
品
市
場
の
流
動
性
、
ノ
ン
バ
ン
ク
の
状
況
な
ど
に

注
目
し
て
い
た
。

　

二
〇
二
二
年
五
月
の
金
融
安
定
報
告
書
の
記
述
を
み
る

と
、
冒
頭
の
〝
概
要
〟
で
金
融
部
門
の
レ
バ
レ
ッ
ジ
に
つ

い
て
〝
銀
行
は
十
分
な
資
本
が
あ
る
が
、
市
場
ボ
ラ
テ
ィ

リ
テ
ィ
の
上
昇
で
最
大
手
の
銀
行
で
は
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
の

自
己
資
本
比
率
が
低
下
〟
と
し
、
流
動
性
リ
ス
ク
に
関
し

て
は
〝
国
内
銀
行
は
高
水
準
の
流
動
性
資
産
と
安
定
し
た

資
金
調
達
を
維
持
し
て
い
る
〟
と
し
て
い
た
。
一
一
月
も

〝
銀
行
の
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
の
自
己
資
本
比
率
は
二
〇
一
〇

年
以
降
の
範
囲
の
中
央
で
維
持
さ
れ
、
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト

は
シ
ス
テ
ム
が
厳
し
い
景
気
後
退
へ
の
強
靭
性
の
維
持
を

示
す
〟、〝
国
内
銀
行
は
高
水
準
の
流
動
性
資
産
と
安
定
的

な
資
金
調
達
を
維
持
し
て
い
る
〟
と
評
価
し
て
い
た
。

　

監
督
と
規
制
報
告
書
も
、
二
〇
二
二
年
五
月
は
〝
銀
行

シ
ス
テ
ム
は
全
体
と
し
て
強
固
な
状
態
が
維
持
さ
れ
、
資

本
と
流
動
性
は
頑
健
で
資
産
の
質
は
改
善
〟
と
し
て
い

た
。
一
一
月
に
は
〝
監
督
対
象
の
銀
行
は
二
〇
二
二
年
を

健
全
な
財
務
状
況
で
始
め
た
が
、
市
場
状
況
は
急
速
に
変

化
し
て
い
る
〟
と
の
警
戒
感
も
示
さ
れ
て
い
た
が
、〝
大

半
の
銀
行
は
自
己
資
本
を
規
制
の
最
低
水
準
以
上
に
維
持

し
、
貸
出
の
延
滞
は
歴
史
的
な
低
水
準
で
、
流
動
性
の
水
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準
は
一
般
的
に
は
高
い
〟
と
し
て
い
た
。
な
お
、
一
一
月

に
は
、
二
〇
二
〇
年
か
ら
二
一
年
末
に
か
け
て
債
券
投
資

の
増
加
で
銀
行
の
証
券
保
有
が
記
録
的
な
水
準
に
達
し
、

金
利
上
昇
で
そ
の
評
価
額
が
大
き
く
下
落
し
て
大
手
銀
行

の
規
制
上
の
流
動
バ
ッ
フ
ァ
ー
に
影
響
し
た
と
し
て
い
た

も
の
の
、〝
大
手
銀
行
は
流
動
性
の
規
制
要
件
を
引
き
続

き
充
足
〟
と
評
価
し
て
い
た
。
ま
た
、
監
督
の
動
向
に
つ

い
て
の
囲
み
記
事
（Box11
）
で
は
、
二
〇
二
三
年
の
課

題
の
中
に
預
金
の
動
向
と
調
達
の
構
成
が
含
ま
れ
て
い
た

が
、
大
口
預
金
の
状
況
に
つ
い
て
は
特
に
論
じ
て
い
な

か
っ
た
。

⑵�　

二
〇
二
三
年
五
月
の
報
告
書
で
の
説
明
～
問
題
の
認

識
・
把
握
が
遅
れ
た
？

　

今
年
五
月
の
金
融
安
定
報
告
書
で
は
〝
概
要
〟
の
記
述

が
大
き
く
変
わ
り
、
金
融
部
門
の
レ
バ
レ
ッ
ジ
で
は
〝
金

利
リ
ス
ク
と
流
動
性
リ
ス
ク
の
貧
弱
な
管
理
が
三
月
以
降

に
三
つ
の
大
き
な
銀
行
破
綻
を
引
き
起
こ
し
た
。
銀
行
シ

ス
テ
ム
で
の
よ
り
広
範
な
波
及
を
懸
念
し
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
、
Ｆ

Ｄ
Ｉ
Ｃ
及
び
財
務
省
の
公
的
介
入
が
行
わ
れ
た
〟
と
し
、

流
動
性
リ
ス
ク
で
は
〝
い
く
つ
か
の
銀
行
は
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
バ
ン
ク
と
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
バ
ン
ク
の
破
綻
後
に
、
顕

著
な
資
金
調
達
の
緊
張
を
経
験
し
た
。
公
的
部
門
の
行
動

が
銀
行
シ
ス
テ
ム
の
資
金
調
達
の
緊
張
を
減
少
さ
せ
た
〟

と
し
て
い
る
。

　

金
融
安
定
報
告
書
は
、
囲
み
記
事
（Box3.1

）〝T
he�

Bank�Stresses�Since�M
arch�2023

（
三
月
以
降
の
銀

行
部
門
の
緊
張
状
態
）〟
で
米
銀
の
破
綻
の
経
緯
を
以
下

の
よ
う
に
整
理
し
て
い
る⑷

。

　

・
銀
行
シ
ス
テ
ム
は
三
月
に
厳
し
い
ス
ト
レ
ス
状
態
に

置
か
れ
た
。
八
日
に
シ
ル
バ
ー
ゲ
ー
ト
バ
ン
ク
が
清
算
と

預
金
の
全
額
支
払
い
の
意
向
を
公
表
、
八
日
午
後
に
は
Ｓ

Ｖ
Ｂ
が
保
有
証
券
二
一
〇
億
ド
ル
の
売
却
と
一
八
億
ド
ル

の
損
失
と
資
本
調
達
計
画
、
格
付
け
引
下
げ
の
可
能
性
を
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公
表
し
た

　

・
Ｓ
Ｖ
Ｂ
へ
の
信
頼
が
失
わ
れ
て
株
価
が
急
落
し
、
九

日
に
は
四
二
〇
億
ド
ル
の
預
金
が
流
出
、
翌
一
〇
日
の
預

金
引
出
し
請
求
は
一
〇
〇
〇
億
ド
ル
と
予
想
さ
れ
、
規
制

当
局
は
同
行
の
閉
鎖
を
決
め
た

　

・
Ｓ
Ｖ
Ｂ
の
破
綻
は
広
範
な
銀
行
シ
ス
テ
ム
に
打
撃
を

及
ぼ
す
と
み
ら
れ
、
一
〇
日
に
は
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
バ
ン
ク

の
株
価
が
下
落
し
預
金
の
二
〇
％
が
流
出
。
一
二
日
に
同

行
は
閉
鎖
さ
れ
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
が
管
財
人
に
な
っ
た

　

・
Ｓ
Ｖ
Ｂ
と
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
バ
ン
ク
の
保
険
対
象
外
預

金
の
流
出
の
速
さ
と
規
模
は
、
保
険
対
象
外
預
金
が
集
中

し
利
付
債
の
大
き
な
評
価
損
が
あ
る
銀
行
の
強
靭
性
へ
の

幅
広
い
懸
念
を
生
ん
だ

　

・
一
二
日
に
Ｆ
Ｒ
Ｂ
、
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
及
び
財
務
省
は
家
計

と
企
業
を
守
る
た
め
断
固
と
し
た
措
置
を
実
施

　

・
Ｓ
Ｖ
Ｂ
の
預
金
流
出
の
速
さ
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
部

門
の
緊
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
預
金
者
基
盤
が
、
電

子
的
手
段
で
引
出
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
等
で
情
報

共
有
し
た
こ
と
で
促
進
さ
れ
た
模
様

　

・
一
〇
日
～
一
六
日
に
は
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク

バ
ン
ク
か
ら
預
金
が
流
出
、
株
価
は
三
月
末
に
か
け
て
下

落
し
四
月
二
四
日
の
四
半
期
決
算
後
に
さ
ら
に
下
落
し

た
。
規
制
当
局
は
五
月
一
日
に
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
を
管
財
人
と

し
、
Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
チ
ェ
ー
ス
が
買
収

　

こ
う
し
た
動
き
を
踏
ま
え
て
五
月
の
監
督
と
規
制
報
告

書
は
〝
米
国
の
銀
行
シ
ス
テ
ム
は
健
全
で
強
靭
で
、
強
固

な
自
己
資
本
と
流
動
性
が
あ
る
。
だ
が
、
同
時
に
最
近
の

銀
行
シ
ス
テ
ム
の
ス
ト
レ
ス
が
示
す
よ
う
に
、
我
々
は
リ

ス
ク
の
評
価
と
対
応
に
注
意
深
く
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

最
近
の
三
つ
の
大
手
米
銀
の
破
綻
は
、
資
金
調
達
源
の
集

中
と
金
利
リ
ス
ク
の
貧
弱
な
管
理
の
リ
ス
ク
を
示
し
て
い

る
。〟
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、〝
二
〇
二
二
年
を
通
じ
て
連
邦
準
備
の
監
督
担

当
者
は
、
よ
り
困
難
な
銀
行
の
経
済
環
境
の
可
能
性
が
高
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ま
っ
た
こ
と
に
備
え
始
め
〟、〝
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
の
預
金

の
急
増
と
状
況
悪
化
へ
の
預
金
者
の
反
応
を
考
慮
し
監
督

当
局
者
は
、
銀
行
が
流
動
性
に
関
す
る
リ
ス
ク
を
管
理
す

る
能
力
に
焦
点
を
当
て
た
〟
と
し
、
加
え
て
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
バ
ン
ク
に
関
す
る
報
告
書
を
参
照
し
、
高
水
準
の
保

険
対
象
外
の
預
金
の
流
動
性
リ
ス
ク
に
言
及
し
て
い
る
。

⑶　

金
融
安
定
報
告
書
の
分
析
枠
組
み

　

米
銀
の
破
綻
は
銀
行
監
督
の
見
直
し
を
促
し
、
後
述
す

る
Ｆ
Ｒ
Ｂ
、
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
の
報
告
書
も
検
討
す
べ
き
点
を
い

く
つ
か
指
摘
し
て
い
る
。
個
別
の
銀
行
の
監
督
の
強
化
に

加
え
て
、
よ
り
広
い
視
野
に
立
っ
た
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安

定
の
た
め
の
努
力
も
強
化
が
必
要
だ
ろ
う
。
こ
の
点
に
関

連
し
て
金
融
安
定
報
告
書
の
分
析
枠
組
み
の
課
題
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

　

Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
、
金
融
シ
ス
テ
ム
へ
の
シ
ョ
ッ
ク
の
予
測
は

困
難
だ
と
し
て
、
シ
ョ
ッ
ク
に
対
す
る
金
融
シ
ス
テ
ム
の

図表１�　銀行の株価と株価指数の推移

〔出所〕�　FRB：“Financial�Stability�Report”�May�2023,�Box3.1�FigureAより作成

KBW Nasdaq
地方銀行指数

営業日 3月8日 S＆P500指数

2023年2月1日＝100

4月21日

KBW Nasdaq
銀行指数クレディスイス

シグネチャーバンク

ファーストリパブリック

シリコンバレーバンク
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脆
弱
性
を
監
視
し
て
い
る
。
金
融
安
定
報
告
書
の
〝
目
的

と
枠
組
み
〟
に
よ
れ
ば
、
①
株
式
や
不
動
産
な
ど
資
産
の

評
価
の
適
切
性
、
②
企
業
と
家
計
の
債
務
水
準
の
妥
当

性
、
③
金
融
部
門
の
レ
バ
レ
ッ
ジ
の
状
況
、
④
資
金
調
達

リ
ス
ク
の
状
況
、
と
い
う
四
つ
の
観
点
で
脆
弱
性
を
分
析

し
、
マ
ク
ロ
の
金
融
経
済
環
境
に
注
意
を
向
け
て
い
る
。

　

金
融
部
門
の
レ
バ
レ
ッ
ジ
で
は
銀
行
部
門
（
自
己
資
本

比
率
な
ど
）
も
対
象
だ
が
、
証
券
会
社
や
保
険
な
ど
ノ
ン

バ
ン
ク
の
レ
バ
レ
ッ
ジ
に
注
意
を
向
け
て
い
る
。
ま
た
、

資
金
調
達
の
リ
ス
ク
で
は
保
険
対
象
外
の
預
金
よ
り
、

ホ
ー
ル
セ
ー
ル
市
場
（
レ
ポ
と
Ｃ
Ｐ
）
や
Ｍ
Ｍ
Ｆ
の
動
向

に
注
目
し
て
お
り
、
主
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
と
き
に

生
じ
た
問
題
に
注
目
し
て
い
る
よ
う
だ
。
新
型
コ
ロ
ナ

シ
ョ
ッ
ク
以
降
は
、
国
債
流
通
市
場
の
機
能
低
下
や
ノ
ン

バ
ン
ク
か
ら
の
資
金
流
出
に
注
意
を
向
け
て
い
た
。

　

銀
行
部
門
で
は
、
Ｇ-

Ｓ
Ｉ
Ｂ
な
ど
最
大
手
行
の
動
向

へ
の
言
及
・
分
析
が
重
視
さ
れ
、
中
堅
規
模
の
銀
行
（
の

グ
ル
ー
プ
）
に
は
あ
ま
り
注
目
し
て
い
な
か
っ
た
。
監
督

と
規
制
報
告
書
が
銀
行
シ
ス
テ
ム
の
状
況
を
取
り
上
げ
て

い
る
た
め
も
あ
っ
て
、
金
融
安
定
報
告
書
で
は
銀
行
の
証

券
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
や
保
険
対
象
外
の
預
金
の
動
向
、
同

様
な
脆
弱
性
を
抱
え
た
銀
行
間
の
影
響
の
波
及
な
ど
の
分

析
が
手
薄
に
な
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

三�

、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
バ
ン

ク
（
Ｓ
Ｖ
Ｂ
）
の
監
督
に
つ
い
て
の

報
告
書

⑴　

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
バ
ン
ク
破
綻
～
経
営
陣
の
責
任
と

監
督
当
局
の
問
題
点

　

Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
〝
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
バ
ン
ク
へ
の
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の

監
督
と
規
制
の
レ
ビ
ュ
ー
〟
報
告
書
は
、
Ｓ
Ｖ
Ｂ
が
急
拡

大
し
た
経
緯
を
概
観
し
、
リ
ス
ク
管
理
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

脆
弱
さ
な
ど
Ｓ
Ｖ
Ｂ
の
経
営
陣
・
取
締
役
会
の
問
題
点
を
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分
析
し
て
い
る
。
加
え
て
監
督
を
担
当
し
て
い
た
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
連
銀
及
び
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
監
督
の
不
十
分
さ
、
対

応
措
置
の
強
化
の
遅
れ
と
当
局
の
組
織
・
文
化
の
問
題
、

二
〇
一
九
年
の
中
堅
以
下
の
規
模
の
銀
行
に
対
す
る
監
督

方
針
変
更
の
影
響
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

　

Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
バ
ー
副
議
長
に
よ
る
報
告
書
の
序
文
に
よ
れ

ば
、
レ
ポ
ー
ト
の
主
な
結
論
は
以
下
の
四
点
で
あ
る
。

　

①�

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
バ
ン
ク
の
取
締
役
会
と
経
営
陣
は

リ
ス
ク
の
管
理
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

②�

監
督
当
局
は
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
バ
ン
ク
の
規
模
と
複

雑
さ
が
増
大
す
る
こ
と
で
の
脆
弱
性
の
程
度
を
十
分

に
評
価
し
な
か
っ
た
。

　

③�

監
督
当
局
者
は
脆
弱
性
を
発
見
し
た
時
に
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
バ
ン
ク
が
こ
う
し
た
問
題
を
十
分
迅
速
に
修

正
す
る
の
を
確
実
に
す
る
た
め
の
十
分
な
措
置
を
と

ら
な
か
っ
た

　

④�

経
済
成
長
、
規
制
緩
和
、
消
費
者
保
護
法
（
Ｅ
Ｇ
Ｒ

Ｒ
Ｃ
Ｐ
Ａ
）
に
対
応
し
た
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
監
督
の
テ
イ

ラ
ー
化
（tailoring

～
規
模
、
リ
ス
ク
・
プ
ロ
フ
ァ

イ
ル
を
反
映
）
ア
プ
ロ
ー
チ
と
監
督
方
針
ス
タ
ン
ス

の
シ
フ
ト
は
、
基
準
を
引
下
げ
、
複
雑
さ
を
増
や

し
、
積
極
性
が
乏
し
い
監
督
ア
プ
ロ
ー
チ
を
促
し
て

効
果
的
な
監
督
を
妨
げ
た
。

⑵　

急
速
な
業
容
拡
大
に
見
合
わ
な
い
脆
弱
な
リ
ス
ク
管

理

　

Ｓ
Ｖ
Ｂ
Ｆ
Ｇ
は
一
九
八
三
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
設

立
さ
れ
た
持
ち
株
会
社
で
（
主
な
傘
下
の
銀
行
が
シ
リ
コ

ン
バ
レ
ー
バ
ン
ク
（
Ｓ
Ｖ
Ｂ
））、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
ラ
イ

フ
サ
イ
エ
ン
ス
部
門
の
企
業
へ
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
提
供
に

経
営
資
源
を
集
中
し
て
い
た
。
破
綻
時
の
総
資
産
は
約

二
、
一
二
〇
億
ド
ル
だ
っ
た
が
、
二
〇
一
九
年
か
ら
二
〇

二
一
年
の
三
年
間
で
約
三
倍
に
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
急
拡

大
さ
せ
て
い
た
。
こ
れ
は
Ｓ
Ｖ
Ｂ
の
顧
客
企
業
が
金
融
緩
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和
を
背
景
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
支
え
ら
え
て
活

発
に
資
金
調
達
を
行
い
、
そ
の
資
金
が
Ｓ
Ｖ
Ｂ
に
保
険
対

象
外
（
大
口
）
預
金
と
し
て
流
入
し
た
た
め
で
あ
る
（
図

表
2
）。

　

Ｓ
Ｖ
Ｂ
Ｆ
Ｇ
は
、
預
金
で
集
め
た
資
金
の
多
く
を
満
期

保
有
目
的
の
債
券
に
投
資
し
、
二
〇
二
二
年
末
時
点
で
満

期
保
有
目
的
証
券
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
加
重
平
均
デ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
六
・
二
年
だ
っ
た
。
満
期
保
有
目
的
証
券

は
償
却
原
価
法
で
評
価
さ
れ
る
が
、
満
期
保
有
目
的
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
の
一
部
が
売
却
さ
れ
れ
ば
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
全
体
が
売
却
可
能
証
券
に
再
分
類
さ
れ
時
価
評
価
が
求

め
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
金
利
環
境
が
変
化
す
る
状
況
で
も

債
券
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
調
整
は
制
約
さ
れ
た
。

　

Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
報
告
書
は
、
Ｓ
Ｖ
Ｂ
Ｆ
Ｇ
の
破
綻
は
ガ
バ
ナ

ン
ス
と
流
動
性
リ
ス
ク
や
金
利
リ
ス
ク
管
理
の
欠
陥
に
よ

る
も
の
だ
と
し
て
い
る
、
取
締
役
会
は
経
営
陣
か
ら
リ
ス

ク
に
つ
い
て
適
切
な
情
報
を
受
け
取
っ
て
い
な
か
っ
た

図表２�　SVBの預金（預金保険の対象と対象外）

〔出所〕�　FRB：“Review�of� the�Federal�Reserve’s�Supervision�and�Regulation�of�Silicon�Valley�
Bank”�April�2023,�Figure7より
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し
、
経
営
陣
に
説
明
責
任
を
果
た
さ
せ
な
か
っ
た
。
例
え

ば
、
経
営
陣
が
取
締
役
会
に
提
出
し
て
い
た
情
報
で
は
、

状
況
が
悪
化
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
二
〇
二
二
年
一
一

月
に
な
る
ま
で
流
動
性
の
問
題
を
強
調
し
て
い
な
か
っ

た
。
取
締
役
会
は
、
監
督
上
の
課
題
の
解
決
を
重
大
な
リ

ス
ク
管
理
の
課
題
で
は
な
く
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
問
題

と
し
て
扱
っ
て
い
た
。
ま
た
、
二
〇
二
二
年
の
上
級
経
営

陣
の
報
酬
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
短
期
収
益
や
株
式
配
当
に
結
び

つ
け
ら
れ
、
リ
ス
ク
指
標
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

Ｓ
Ｖ
Ｂ
Ｆ
Ｇ
は
、
流
動
性
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
内
部
流
動

性
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
（
Ｉ
Ｌ
Ｓ
Ｔ
）
と
リ
ミ
ッ
ト
及
び
緊

急
時
の
資
金
調
達
計
画
（
Ｃ
Ｆ
Ｐ
）
を
通
じ
た
リ
ス
ク
管

理
能
力
の
両
方
に
根
本
的
な
弱
さ
が
あ
っ
た
。

　

経
営
陣
は
資
金
調
達
能
力
を
増
強
し
よ
う
と
し
て
は
い

た
が
、
二
〇
二
三
年
三
月
ま
で
に
迅
速
か
つ
十
分
な
実
行

は
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
経
営
陣
が
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト

の
仮
定
を
よ
り
保
守
的
で
は
な
い
も
の
に
変
え
た
た
め
、

リ
ス
ク
の
一
部
が
隠
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
り
わ

け
、
経
営
陣
が
、
極
め
て
集
中
し
て
い
た
預
金
基
盤
を
実

際
よ
り
安
定
的
だ
と
仮
定
し
て
い
た
こ
と
が
問
題
だ
っ

た
。

　

Ｓ
Ｖ
Ｂ
Ｆ
Ｇ
は
、
急
速
に
拡
大
し
た
証
券
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
の
金
利
リ
ス
ク
の
評
価
と
管
理
に
失
敗
し
、
金
利
上

昇
の
影
響
に
よ
り
収
益
と
潜
在
的
な
損
失
へ
の
圧
力
が
生

じ
た
。
だ
が
、
経
営
陣
は
利
益
へ
の
短
期
的
な
影
響
に
注

目
し
て
い
て
、
取
締
役
会
が
設
定
し
た
Ｓ
Ｖ
Ｂ
Ｆ
Ｇ
の
リ

ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
指
標
に
は
純
金
利
収
益
指
標
は
含
ま
れ

た
が
、
長
期
的
影
響
を
評
価
す
る
Ｅ
Ｖ
Ｅ
（
純
資
産
の
経

済
価
値
）
指
標
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
保
有
証
券
は

長
期
で
預
金
と
構
造
的
な
デ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
が
あ
り
、
二
〇
一
七
年
以
降
は
、
ほ
ぼ
、
継
続
的
に
Ｅ

Ｖ
Ｅ
リ
ミ
ッ
ト
に
抵
触
し
て
い
た
。
だ
が
、
Ｅ
Ｖ
Ｅ
が
リ

ス
ク
ア
ペ
タ
イ
ト
指
標
に
含
ま
れ
な
か
っ
た
た
め
、
取
締

役
会
全
体
が
抵
触
を
認
識
し
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
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Ｓ
Ｖ
Ｂ
Ｆ
Ｇ
は
金
融
緩
和
を
背
景
に
急
拡
大
し
て
き
た

が
、
経
済
・
金
融
環
境
が
変
化
す
る
と
共
に
、
二
〇
二
二

年
以
降
は
金
利
上
昇
の
影
響
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
部
門
の
見

通
し
の
不
確
実
化
で
預
金
が
流
出
傾
向
と
な
り
、
債
券

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で
は
か
な
り
の
評
価
損
が
生
じ
て
い
た

（
図
表
3
）。

⑶　

Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
監
督
の
問
題
点

　

Ｓ
Ｖ
Ｂ
Ｆ
Ｇ
に
対
す
る
当
局
の
監
督
も
不
十
分
だ
っ

た
。
連
邦
準
備
制
度
（
Ｆ
Ｒ
Ｓ
）
に
よ
る
監
督
は
、
連
邦

準
備
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
と
一
二
の
地
区
連
銀
が
担
い
、

Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
規
制
を
定
め
、
監
督
に
用
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

設
計
し
、
地
区
連
銀
が
各
金
融
機
関
の
評
価
に
責
任
を
持

つ
。
だ
が
、
監
督
当
局
者
は
Ｓ
Ｖ
Ｂ
Ｆ
Ｇ
の
リ
ス
ク
管
理

や
ガ
バ
ナ
ン
ス
面
の
問
題
を
把
握
し
き
れ
ず
、
問
題
を
認

識
し
た
場
合
も
経
営
陣
や
取
締
役
会
に
迅
速
な
是
正
要
請

を
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
は
Ｓ
Ｖ
Ｂ
Ｆ
Ｇ
の
成
長
が
急
速

図表３�　SVBFGの投資ポートフォリオの推定未実現損益

〔出所〕�　FRB：“Review�of� the�Federal�Reserve’s�Supervision�and�Regulation�of�Silicon�Valley�
Bank”�April�2023,�Figure9より
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だ
っ
た
た
め
、
中
堅
以
下
の
銀
行
に
対
応
し
た
基
準
で
の

監
督
が
長
く
行
わ
れ
、
監
督
要
員
も
少
な
か
っ
た
こ
と
が

影
響
し
て
い
た
。

　

Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
二
〇
一
九
年
に
監
督
基
準
を
見
直
し
、
監
督

の
厳
格
さ
は
規
模
や
複
雑
さ
リ
ス
ク
・
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
に

よ
る
分
類
に
基
づ
く
こ
と
と
し
、
Ｇ-

Ｓ
Ｉ
Ｂ
な
ど
大
手

行
へ
の
対
応
が
重
視
さ
れ
た
。
Ｓ
Ｖ
Ｂ
Ｆ
Ｇ
へ
の
監
督

は
、
規
模
の
拡
大
に
よ
っ
て
二
〇
二
一
年
以
降
に
厳
格
化

さ
れ
た
が
、
銀
行
が
分
類
変
更
に
対
応
す
る
た
め
の
猶
予

期
間
が
設
け
ら
れ
て
い
た
た
め
、
実
際
に
厳
格
化
さ
れ
て

流
動
性
リ
ス
ク
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
な
ど
で
の
評
価
が
引
き
下

げ
ら
れ
る
ま
で
に
は
か
な
り
時
間
が
か
か
っ
た
。

　

加
え
て
、
監
督
当
局
者
の
対
処
が
積
極
的
で
な
か
っ
た

背
景
と
し
て
報
告
書
は
、
法
律
改
正
を
踏
ま
え
た
二
〇
一

九
年
の
監
督
規
則
の
見
直
し
が
、
監
督
対
象
の
銀
行
の
負

担
へ
の
配
慮
や
監
督
上
の
措
置
で
の
十
分
な
証
拠
の
収

集
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
と
地
区
連
銀
の
担
当
者
な
ど
の
コ
ン
セ
ン
サ

ス
形
成
へ
の
志
向
を
強
め
る
な
ど
、
監
督
当
局
の
文
化
に

影
響
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
監
督
要
員

も
不
足
傾
向
で
Ｓ
Ｖ
Ｂ
Ｆ
Ｇ
が
地
方
銀
行
（
Ｒ
Ｂ
Ｏ
）
分

類
だ
っ
た
時
期
に
監
督
の
強
度
が
軽
減
さ
れ
、
監
督
に
費

や
さ
れ
た
時
間
は
二
〇
一
七
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
（
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
の
影
響
あ
り
）
に
四
〇
％
以
上
減
少
し
て
い

た
。

　

報
告
書
で
は
今
後
の
対
応
と
し
て
、
①
リ
ス
ク
の
識
別

の
強
化
、
②
強
靭
性
の
促
進
、
③
監
督
当
局
者
の
行
動
を

変
え
る
、
④
プ
ロ
セ
ス
の
強
化
、
を
指
摘
し
、
監
督
対
象

の
分
類
を
再
評
価
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い

る
。
規
制
面
で
は
、
流
動
性
リ
ス
ク
（
保
険
対
象
外
の
預

金
の
扱
い
）、
金
利
リ
ス
ク
管
理
の
厳
格
化
、資
本
規
制
の

見
直
し
（
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
評
価
損
の
扱
い
）
な
ど
の

検
討
が
考
え
ら
れ
る
と
し
て
い
る
、
た
だ
し
、
規
制
の
見

直
し
に
は
所
定
の
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
で
あ
り
時
間
が
か
か

る
。
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四�

、
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
の
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
バ
ン

ク
の
監
督
に
関
す
る
報
告
書

⑴�　

積
極
的
な
業
容
拡
大
、
大
口
預
金
依
存
と
脆
弱
な
リ

ス
ク
管
理

　

Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
は

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
設
立
さ
れ
、
Ｃ
Ｒ
Ｅ
（
商
業
不
動
産
）

貸
出
と
Ｃ
＆
Ｉ
（
商
工
業
）
貸
出
を
主
な
業
務
と
し
、
中

堅
企
業
の
大
口
預
金
（
保
険
対
象
外
）
が
主
な
資
金
調
達

源
だ
っ
た
。
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
は
、
経
験
豊
富
な
銀
行
員
に

よ
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
グ
ル
ー
プ
（
Ｐ
Ｃ

Ｇ
）
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
と
業
容
拡
大
に
努
め
て
き
た
。

　

二
〇
一
八
年
に
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
エ
ク
イ
テ
ィ
業
界
に

対
す
る
資
金
と
銀
行
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
フ
ァ
ン
ド

バ
ン
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
立
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
エ
ク
イ

テ
ィ
会
社
に
キ
ャ
ピ
タ
ル
コ
ー
ル
・
フ
ァ
シ
リ
テ
イ
（
出

資
要
請
へ
の
資
金
確
保
）
を
提
供
し
て
い
た
。
こ
の
貸
出

残
高
は
二
〇
二
〇
年
初
め
の
四
〇
億
ド
ル
か
ら
二
〇
二
二

年
六
月
末
に
は
三
一
〇
億
ド
ル
に
増
加
し
、
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
額
は
五
三
〇
億
ド
ル
に
達
し
た
。
二
〇
一
八
年
に
は

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
・

バ
ン
キ
ン
グ
オ
フ
ィ
ス
を
開
設
し
た
。

　

ま
た
、
二
〇
一
八
年
に
デ
ジ
タ
ル
資
産
バ
ン
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
も
設
立
し
、
デ
ジ
タ
ル
資
産
関
連
業
者
の
取
引
口

座
の
獲
得
と
預
金
の
受
け
入
れ
に
注
力
し
た
。
同
行
が
デ

ジ
タ
ル
資
産
業
界
に
提
供
し
たSignet

は
、
ブ
ロ
ッ
ク

チ
ェ
ー
ン
技
術
を
利
用
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
、
こ

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
の
顧
客
間
で
は

手
数
料
な
し
に
決
済
が
で
き
た
。

　

加
え
て
、
二
〇
一
九
年
に
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
バ
ン
キ
ン
グ

部
門
を
設
立
し
て
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
企
業
へ
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
開
始
し
、
ま
た
、
住
宅
・
商
業
モ
ー

ゲ
ッ
ジ
サ
ー
ビ
サ
ー
に
財
務
管
理
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
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取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
る
。
業
容
の
急
成
長
は
新
し
い

Ｐ
Ｃ
Ｇ
の
増
加
で
支
え
ら
れ
て
い
た
。

　

フ
ァ
ン
ド
向
け
業
務
と
デ
ジ
タ
ル
資
産
市
場
関
連
の
取

引
が
寄
与
し
、
二
〇
一
九
年
末
か
ら
二
一
年
末
に
預
金
と

総
資
産
は
倍
以
上
に
増
え
た
が
、
リ
ス
ク
・
プ
ロ
フ
ァ
イ

ル
変
化
に
対
応
し
た
リ
ス
ク
管
理
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化

は
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
資
金
調
達
で
は
大
口
預
金
へ
の

依
存
が
続
き
、
二
〇
二
一
年
末
時
点
で
保
険
対
象
外
の
預

金
が
預
金
総
額
の
九
二
％
を
占
め
て
い
た
。
し
か
も
、
預

金
残
高
が
二
億
五
千
万
ド
ル
を
越
え
る
顧
客
が
約
六
〇
、

五
千
万
ド
ル
を
越
え
る
顧
客
は
約
二
九
〇
で
、
預
金
額
は

合
計
六
五
〇
億
ド
ル
、
こ
れ
は
預
金
総
額
の
六
一
％
に
相

当
し
た
。

　

シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
の
取
締
役
会
と
経
営
陣
は
、
デ
ジ
タ
ル

資
産
市
場
に
関
連
し
た
取
引
で
急
速
に
成
長
・
拡
大
す
る

戦
略
を
採
用
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
は

流
動
性
、
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
規
制
リ
ス
ク
に
晒
さ

れ
や
す
く
な
っ
た
。
ま
た
、
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
の
従
来
型
の

預
金
者
で
も
イ
ベ
ン
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
預
金
の
引
き
出
し
が

起
き
や
す
く
な
っ
た
。
経
営
陣
は
、
預
金
の
集
中
及
び
デ

ジ
タ
ル
資
産
市
場
で
の
取
引
関
係
か
ら
生
じ
た
リ
ス
ク
を

管
理
す
る
た
め
の
十
分
な
備
え
を
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
の
検
査
担
当
者
は
大
口
預
金
へ
の
依
存
に
注

目
し
て
流
動
性
リ
ス
ク
管
理
を
促
し
た
が
、
経
営
陣
は
、

長
期
的
な
顧
客
取
引
関
係
で
預
金
は
安
定
的
だ
と
し
て
い

た
。
だ
が
実
際
に
は
、
二
〇
二
二
年
に
は
金
利
引
上
げ
な

ど
の
環
境
変
化
と
暗
号
資
産
市
場
の
混
乱
で
預
金
が
一
七

六
億
ド
ル
減
少
し
、
二
〇
二
三
年
三
月
に
は
シ
ル
バ
ー

ゲ
ー
ト
バ
ン
ク
の
清
算
や
Ｓ
Ｖ
Ｂ
の
破
綻
が
続
い
た
た

め
、
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
も
急
速
な
預
金
流
出
で
破
綻
し
た
。

⑵　

監
督
要
員
の
不
足
が
影
響
し
、
監
督
の
強
化
が
遅
れ

た

　

Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
監
督
も
不
十
分
で
あ
り
、
タ
ー
ゲ
ッ
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ト
検
査
で
流
動
性
リ
ス
ク
管
理
の
弱
さ
な
ど
多
く
の
課
題

を
指
摘
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
破
綻
直
前
ま
で
年
次

の
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
格
付
け
は
評
価
二
（
上
か
ら
二
番
目
で

満
足
な
水
準
）
を
維
持
し
て
い
た
。
報
告
書
で
は
Ｃ
Ａ
Ｍ

Ｅ
Ｌ
Ｓ
格
付
け
の
構
成
要
素
の
内
、
流
動
性
要
素
と
経
営

要
素
の
評
価
引
下
げ
の
相
当
性
を
指
摘
し
、
是
正
措
置
も

検
討
す
べ
き
だ
っ
た
と
し
て
い
る
。

　

Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
は
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
の
リ
ス
ク
・
プ
ロ
フ
ァ
イ

ル
に
応
じ
た
監
督
を
行
う
た
め
の
専
担
チ
ー
ム
の
要
員
枠

を
設
定
し
て
い
た
が
、
実
際
に
は
欠
員
な
ど
要
員
不
足
状

態
が
続
き
、
臨
時
ス
タ
ッ
フ
で
の
補
充
が
常
態
化
し
て
い

た
。
要
員
不
足
は
検
査
結
果
の
取
り
ま
と
め
や
シ
グ
ネ

チ
ャ
ー
の
経
営
陣
、
取
締
役
会
へ
の
伝
達
を
遅
延
さ
せ
、

評
価
の
厳
格
化
の
遅
れ
に
も
つ
な
が
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

例
え
ば
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
検
査
の
完
了
と
結
果
の
伝
達
に

時
間
が
か
か
っ
て
い
た
。
通
常
、
専
担
チ
ー
ム
は
タ
ー

ゲ
ッ
ト
検
査
の
完
了
か
ら
五
〇
～
六
〇
日
以
内
に
経
営
陣

図表４�　シグネチャーバンク（SBNY）の財務情報（億ドル、（%））

〔出所〕�　FDIC：“FDIC’s�Supervision�of�Signature�Bank”,�April�2023,�Table1より

2017年末 2018年末 2019年末 2020年末 2021年末 2022年末

総資産 431 474 506 739 1184 1104
現金、有利子銀行資金 5 4 9 124 298 61
総貸出 330 369 394 492 652 749
総預金 334 364 404 633 1062 886
デジタル資産預金 n/a n/a 17 90 287 178
保険対象外の預金 273 299 333 559 976 795

対総資産比(%) 63% 63% 66% 76% 82% 72%
対総預金比(%) 82% 82% 82% 88% 92% 90%
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と
結
果
を
議
論
し
、
そ
の
四
五
日
後
に
監
督
上
の
レ
タ
ー

を
発
出
す
べ
き
だ
が
、
レ
タ
ー
が
発
出
さ
れ
た
三
六
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
検
査
の
内
の
四
で
、
検
査
完
了
と
経
営
陣
と

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
一
〇
〇
日
以
上
か
か
り
、
一
二
で
監

督
上
の
レ
タ
ー
の
発
出
に
一
〇
〇
日
以
上
か
か
っ
て
い

た
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
検
査
完
了
の
遅
れ
は
検
査
の
成
果
物
の

未
処
理
を
生
み
、
前
年
の
年
次
検
査
レ
ポ
ー
ト
が
出
る
前

に
、
現
行
年
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
検
査
が
完
了
す
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。

　

シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
の
専
担
チ
ー
ム
で
は
二
〇
一
七
年
か
ら

二
〇
二
三
年
三
月
の
間
に
頻
繫
な
欠
員
が
あ
り
継
続
的
な

離
職
者
が
あ
っ
た
。
リ
ス
ク
・
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
の
変
化
に

基
づ
い
て
要
員
枠
は
増
加
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
期
間
の

六
〇
％
で
少
な
く
と
も
一
名
の
欠
員
が
あ
り
、
要
員
交
代

も
影
響
し
て
、
監
督
要
員
の
延
べ
人
数
は
一
七
名
だ
っ

た
。

　

報
告
書
は
、
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
自
身
は
成
長
と
リ
ス
ク
管

図表５�　SBNY専担チームでの承認されたスタッフ数と実際に満たされたス
タッフ数、勤務継続状況の分析

〔出所〕�　FDIC：“FDIC’s�Supervision�of�Signature�Bank”,�April�2023,�Figure4より　各スタッフには
個別番号を付してあるＶは欠員、2022～2023は、他の大手が国法銀行になりSBNYにスタッフ
を割当てられたａ：臨時の任命、ｂ：臨時任命スタッフが継続勤務に転換、ｃ：募集で適格
な候補を特定できなかった後でEIC（担当検査官）の役割を任命

2018年 2019年 2020年 2021年 2023年承認スタッフ数 2017年 2022年
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理
を
よ
り
慎
重
に
行
い
、
監
督
上
の
懸
念
に
速
や
か
に
反

応
す
べ
き
だ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ

は
監
督
を
よ
り
フ
ォ
ワ
ー
ド
ル
ッ
キ
ン
グ
で
強
く
す
べ
き

だ
っ
た
。
加
え
て
、
監
督
の
不
十
分
さ
に
は
人
的
資
源
不

足
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
地
域
と
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
全
体
で
の
人
員
確
保
の
取
組
み

と
監
督
要
員
の
配
置
の
最
適
化
を
図
る
べ
き
だ
っ
た
。

五�

、
結
び
に
代
え
て
～
米
銀
の
破
綻
の

教
訓

　

今
回
の
米
銀
の
破
綻
で
は
、
証
券
投
資
の
評
価
損
や
暗

号
資
産
業
界
と
の
結
び
つ
き
な
ど
で
健
全
性
に
懸
念
を
持

た
れ
た
銀
行
か
ら
保
険
対
象
外
の
預
金
が
急
速
に
流
出

し
、
資
金
調
達
構
造
が
類
似
し
た
銀
行
に
影
響
が
波
及
し

て
い
っ
た
。
Ｆ
Ｒ
Ｂ
や
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
の
報
告
書
が
指
摘
し
て

い
る
よ
う
に
、
破
綻
し
た
銀
行
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や

大
口
預
金
へ
の
依
存
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
、
規
模
の
急
拡

大
に
応
じ
た
流
動
性
リ
ス
ク
や
金
利
リ
ス
ク
管
理
の
強
化

が
行
わ
れ
ず
、
取
締
役
会
の
監
視
も
機
能
し
て
い
い
な

か
っ
た
。

　

監
督
当
局
も
対
応
の
遅
れ
が
目
立
っ
た
が
、
そ
の
背
景

に
は
監
督
要
員
の
不
足
や
二
〇
一
九
年
の
監
督
基
準
・
分

類
の
見
直
し
で
、
監
督
担
当
者
が
強
い
是
正
措
置
に
消
極

的
に
な
る
な
ど
、
や
や
米
国
に
固
有
な
問
題
点
が
あ
っ
た

よ
う
だ
。
米
国
で
は
当
局
の
態
勢
充
実
と
フ
ォ
ワ
ー
ド

ル
ッ
キ
ン
グ
か
つ
積
極
的
な
姿
勢
で
の
監
督
の
強
化
が
必

要
で
あ
る
。
各
国
の
当
局
も
金
利
上
昇
の
影
響
な
ど
に
注

意
す
べ
き
だ
ろ
う⑸
⑹

。
ま
た
、
各
金
融
機
関
は
、
戦
略
や
業

務
展
開
に
応
じ
た
リ
ス
ク
管
理
や
預
金
を
含
む
流
動
性
の

管
理
や
急
な
環
境
変
化
が
あ
っ
た
場
合
へ
の
備
え
が
で
き

て
い
る
か
を
再
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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（
注
）

⑴　
FRB

：
“Financial�Stability�Report

”,�M
ay�2023

とN
ovem

-
ber�2022,�M

ay�2022

を
参
照
。

⑵　

FRB
：
“Review

�of�the�Federal�Reserve’s�Supervision�and�
Regulation�of�Silicon�V

alley�Bank

”,�A
pril�2023

及
びFD

IC

：

“FD
IC ’S�Supervision�of�Signature�Bank

”,�A
pril�2023

を
参

照
。
な
お
、
両
報
告
書
の
概
要
は
当
研
究
所
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
紹
介

し
た
。
拙
稿
：〝
Ｓ
Ｖ
Ｂ
（
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
バ
ン
ク
）
の
破
綻
と
Ｆ

Ｒ
Ｂ
の
監
督
・
規
制
～
Ｆ
Ｒ
Ｂ
に
よ
る
レ
ビ
ュ
ー
の
概
要
〟
二
〇
二

三
年
六
月
及
び
〝
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
に
よ
る
シ
グ
ネ
チ
ャ
ー
バ
ン
ク
（
Ｓ
Ｂ

Ｎ
Ｙ
）
の
監
督
に
関
す
る
報
告
書
の
概
要
〟
二
〇
二
三
年
六
月
、
を

参
照
。

⑶　

FRB

：
“Supervision�and�Regulation�Report

”,�M
ay�2023

及

びN
ovem

ber�2022,�M
ay�2022

を
参
照
。

⑷　

Box3.1

で
は
、
ク
レ
デ
ィ
・
ス
イ
ス
の
Ｕ
Ｂ
Ｓ
と
の
合
併
に
も
言

及
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
割
愛
し
た
。

⑸　

Ｂ
Ｉ
Ｓ
総
支
配
人
のA

gustin�Carstens

は
最
近
の
ス
ピ
ー
チ

“Investing�in�banking�supervision

”,�June�2023

で
、
フ
ォ
ワ
ー

ド
ル
ッ
キ
ン
グ
で
積
極
的
な
監
督
の
重
要
性
を
指
摘
し
監
督
へ
の
資

源
と
技
術
の
投
資
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ー
ゼ
ル
委
員
会
も
最

近
の
会
合
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
（
二
〇
二
三
年
六
月
六
日
：
金
融
庁

／
日
本
銀
行
の
仮
訳
を
参
照
）
で
、
銀
行
自
身
の
リ
ス
ク
管
理
実
務

と
ガ
バ
ナ
ン
ス
態
勢
の
重
要
性
を
強
調
し
、
監
督
当
局
が
早
期
か
つ

実
効
的
に
行
動
す
る
能
力
と
意
思
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
だ
と

し
て
い
る
。

⑹　

な
お
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
中
に
も
ボ
ウ
マ
ン
理
事
の
よ
う
に
自
己
資
本
規

制
強
化
の
有
効
性
と
副
作
用
の
評
価
に
慎
重
な
意
見
も
あ
る
。
ま

た
、
同
理
事
は
、
規
制
の
強
化
や
見
直
し
の
前
に
、
ま
ず
、
今
回
の

事
象
に
つ
い
て
の
独
立
し
た
第
三
者
に
よ
る
レ
ビ
ュ
ー
を
実
施
す
べ

き
で
だ
と
論
じ
て
い
る
。M

ichelle�W
.�Bow

m
an:�

“Responsive�
and�Responsible�Bank�Regulation�and�Supervision

”,�speech,�
June�2023,

を
参
照
。

（
さ
し
だ　

あ
き
お
・
当
研
究
所
特
任
リ
サ
ー
チ
・
フ
ェ
ロ
ー
）


